
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2年間の任期を終えた第 13期（2014年 8月～2016年 7月）のコーディネーターから、それぞれの活動体験談を寄せていただきました。第 1期～第 12期の

報告や今後の募集情報など、詳細はウェブサイトをご覧ください。 https://www.jpf.go.jp/cgp/fellow/joi/ 



 

 

ミシシッピ州でのアウトリーチを終えて 
 

JOI活動 2年目は 2015年 8月から始ま

り、1年目より更に速く時間が流れてゆきま

した。 

2 年目の前半は大学キャンパス内での

活動が多くありました。建築、アート、ファッ

ション、国際農業教育などの学科や就職

課スタッフ対象のアウトリーチは、テーマが

日本の茶室と庭園、日本の家紋、浮世絵、

日本のコミュニケーションスタイルなどで、

私自身にとっても大変勉強になりました。

これらの学科の学生が授業内での私の話

に興味をもち、茶道や書道のワークショッ

プにも参加してくれたことは大変嬉しいこと

でした。 

後半は地域へのアウトリーチを広く多く

行いました。特にミシシッピ・ジオ・アライア

ンスの先生方との協働でナショナル・ジオ・

グラフィックのアジア巨大地図とともにミシ

シッピ全域の K-12 スクールをほぼ 1 ヶ月

にわたり訪問し、アジアの中の日本につい

て話をしてきました。生徒たちは日本の子

どもたちや学校について、興味いっぱいの

様子で、すごく違うこともあれば似ているこ

ともあるとわかったことによって、より日本

への興味や親近感を抱いてくれました。 

また、大学のエクステンション・サービス

のテレビ会議を通じてデモンストレーション

を行ったお陰で、エクステンション・エージ

ェントからアウトリーチの依頼が多くあり、

活動地域が広がったことと、新しく風呂敷

や日本食のワークショッ

プを行うことができたこと

は大変画期的であり、嬉

しいことでした。 

2 年間生活している間

に生まれ育った地域の

友人たちとの信頼感や

敬愛しあう心はかけがえのないものです。

このような関係を築いたからこそ、可能に

なった活動もありました。戦後間もない

1951 年に、ミシシッピ州と東京の小学校が

児童画の交換を通して交流を持ったという

ことを友人から学びました。そして、絵画を

保管しているミシシッピ・デルタ博物館を訪

れ、当時送られた絵画を確認し、今後の交

流を企画することによって、過去と現在、そ

して未来を結ぶ活動になりました。日本で

もアメリカでも子どもたちに友情と平和の

尊さを教えようとしていた教育者たちがい

たことを知り、大変胸が熱く

なりました。日本の新聞社

の協力を得てこれらの絵画

の里帰りができないか現在

思案中で、JOI の任期を終

えても、今後ミシシッピと日

本の架け橋として絵画の交

流の実現を図りたいと思っ

ています。 

日本を紹介する目的で派

遣された期間に、図らずもアメリカの人々

も同じように平和を希求し、平和教育の大

切さを教えている学校があることを日本に

紹介することができたもう一つの活動があ

ります。それは小学校で行われた「貞子と

千羽のおり鶴」というミュージカルへのアド

バイスと日本のメディアへの取材呼びかけ

でした。ミュージカルは英語と日本語の台

詞のみならず、伝統的な日本の遊びや歌

が盛り込まれていました。出演した子供た

ちは日本の原爆の歴史を学び、どこの国

でも平和を願わない人はいないことを学び

ました。このような取り組みを是非日本に

も伝えたいと思い、日本の新聞社の記者

が取材にニューヨークから来てくれ、記事

は日本の新聞に掲載されました。バラク・

オバマ大統領がアメリカの大統領として初

めてヒロシマを訪れるタイミングとも合い、

生徒たちはとてもわくわくし、すばらしい公

演を披露してくれました。ヒロシマでのオバ

マ大統領がどんなスピーチをしたのか知り

たいと話してくれた生徒がいて生徒たちの

意識の高まりに感激しました。 

このように、2 年目の活動はより広く、そ

して深く日本とアメリカの人々を結びつける

活動でした。そして私の滞在はミシシッピ

州立大学の教員、コミュニティの友人たち、

そして、日本の友人たちのサポートがあり、

完了することができました。心から感謝し

ています。 

JOI
ジョイ

プログラムとは 
日米草の根交流コーディネーター派遣（英名 Japan Outreach Initiative: JOI）は、米国の草の根レベルで日本への関心と理解を深めることを目的に、地域に

根ざした交流を進めるためのコーディネーターを派遣する事業です。活動を通して日本の草の根交流の担い手を育成するのも本プログラムのねらいです。 
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岩田 千江子 
Iwata   Chieko 

 

ミシシッピ州立大学 

ミシシッピ州スタークヴィル 

 
愛知県出身。高校時代のアメリカ留学を機に異文化体

験、国際交流に興味を持つとともに、日本語教育、茶華

道などを学び、海外からの高校留学生、ホストファミリー

のサポート、日本の紹介などをボランティアで行ってき

た。新聞社勤務、幼児教育、児童英語を教える仕事を経

て JOI コーディネーターに。 

茶道のワークショップ 

小学生が演じたミュージカル「貞子と千羽のおり鶴」 

ミシシッピ・デルタ博物館を訪れて 

エクステンション・サービスを利用した 

華道のデモンストレーション 



 

恵みの２年間 

 

2 年目が始り、新たなアウトリーチ先を

開拓するため、E メールや電話のみに頼ら

ず、実際に学校へ出向きチラシなどを手渡

したり、大学近辺に留まることなく、車で 1

〜2 時間かかる遠方の学校や図書館にも

何度も通うようになりました。その遠方アウ

トリーチの中で特に思い出に残っているの

は、車で約 7 時間半かけて行ったミシガン

の北半島にあるマーケット市での活動です。

マーケット市は滋賀県の東近江市と姉妹

都市関係にあり、その深い友好関係で地

元での日本の地名度が高く、姉妹都市関

係のイベントでも人々の関心を集める、そ

んな地域です。大学のあるイーストランシ

ング市からだいぶ離れていたため、5 日間

の滞在計画を立て、地元の学校とアートス

タジオを訪問しました。この学校訪問では 3

日間に渡り、学内全 18 クラスをまわり、そ

れぞれ学年に合わせた折り紙や書道のプ

ログラムを行いました。 

また、アートスタジオでは親日家のオー

ナーの協力で、私の茶道プログラムの後、

参加者がお茶碗サイズのボウルに絵付け

をするという体験型のコラボレーション・プ

ログラムが実現しました。このオーナーは

もう何十年も前にマーケット市からの使節

団とし滋賀県に行った際、日本の温かさや

日本文化そのものに大変感動したという経

緯があり、今は最近購入した別荘で、日本

のバスタブに入浴剤を入

れてお風呂に入るのが

とても楽しみだと話してく

れました。このようにたっ

た一度日本に行った経

験から、何十年先までも

これほど日本を好きでい

てくれる人がいるというこ

とにとても感動しました。

このことを通して、私が

マーケット市で出会った

200 人以上の人々の中

に、どんな形でも、私の

プログラムの中から何か

が残ることをより強く願う

ようになりました。 

2 年目に行った大きな

プロジェクトの一つとして、ユネスコに登録

された日本の世界遺産写真展があります。

これはミシガンに派遣された当初からずっ

と実現させたいと思っていたのですが、実

現するまでに時間がかかった背景には、

会場探しの難しさがありました。ある程度

の展示スペースがあり、一般の人々が気

軽に足を運ぶことができ、なおかつセキュ

リティも万全の会場を探すことは容易では

なく、大学内の美術館も 2 年先まで予約で

いっぱいという状況でした。しかし州都ラン

シングの市長に直々にお話をする機会が

与えられ、直談判の結果、快く市庁舎の広

大なロビーで１ヶ月間の写真展を開催させ

ていただけることになりました。写真展は

大成功を収め、また多くの一般市民の方

に向けた活動ができたことや滋賀県との友

好関係を今一度人々に思い出してもらう機

会にもなったことから、大変意義のあるイ

ベントとなりました。 

最後に、JOI プログラムの 2 年間で最も

困難だったことについてお話しします。そ

れは、自分が一番自信を持って行えるプロ

グラムと、人々が喜んでくれるプログラム

は必ずしも一致しないということです。先に

マーケット市での茶道プログラムについて

紹介しましたが、実は、はじめ私が一番依

頼されたくなかったのはこの茶道でした。

理由は単純に、私が今まで一度も茶道に

触れたことがなかったからです。1 年目は

なんとか避けきた茶道でしたが、2 年目に

なると不思議なほど依頼が増え始め、もと

もと派遣先にあった茶道セットをぜひ活用

して欲しいというスーパーバイサーの要望

もあったため、本格的にプログラム作りを

することにしました。実際やってみるとやれ

ないことはありませんでしたが、やはりしば

らくの間はしっくりこない思いをいつも抱え

ていました。しかし慣れてきた頃、人々が

喜んでお茶を点てている様子を見ていた

時に、100％を伝えられなくても、たとえそ

れが 50％、60％の知識と技術でも、自信

がないからやらない、つまり 0％よりもよっ

ぽどいいじゃないか、と気がついたのです。

それからは限られた時間と資材を活用し、

また様々な年齢層にあわせたプログラム

にしていけるかということに心を注ぐことが

できるようになりました。 

2年間のJOIコーディネーターとしての活

動を終えて今思うのは、本当に色々な活

動をしたなぁということです。周りの人から

「そんなこともやっているんだね！」と言わ

れることがよくありました。というのも、私の

働いていた留学センターの建物では私が

唯一の日本人であったために、日本に関

することはどんなことも私に依頼が来たか

らです。誤解のないように言うと、このよう

な多くの依頼は私にとって感謝すべきこと

でした。普通ならできない色々な仕事に挑

戦できた貴重な 2年間だったからです。 

最後になりましたが、こ

の素晴らしい機会を与え

てくださり、支えて下さった

国際交流基金の皆様、ロ

ーラシアン協会、そしてミ

シガン州立大学に本当に

感謝の思いでいっぱいで

す。これからもこの JOI プ

ログラムが発展し、将来日

本とアメリカを繋ぐ多くの

人々が成長するきっかけ

となっていくことを心から

願っています。 

 

ＪＯＩ第 13 期 

 

金田 紗弥 
Kaneda  Saya 

 

ミシガン州立大学 

アジア研究センター 

ミシガン州イーストランシング 

大学時代のアメリカ留学から現地でマイノリティの存在

になることを体験し、周りの人々に親切にしてもらうにつ

れ、自分を表現することや日本文化を伝えることの大切

さを学ぶ。大学卒業後、留学時代の経験を活かしたいと

思い JOIプログラムに応募。 

アートスタジオでの茶道プログラム 

日本世界遺産写真展にて。ランシング市長、デトロイト和田総領事

夫妻、姉妹都市委員会会長、ランシング市議会議員と 

生徒たちとの書道ワークショップ 

JOI コーディネーターは、日本との交流の機会が比較的少ない米国の南部中西部地域の大学などの地域交流活動の拠点に派遣され、その地域の小学校

から大学までの教育機関、図書館、コミュニティセンターなどを訪れ、日本人の生活ぶりや、伝統芸能、日本語など、日本の幅広い文化を紹介したり、姉妹

都市交流や日米学生の交流プログラムなど現地と日本の交流関係づくりに関わる活動に携わります。 



 

日本と世界、人と人とをつなぐ 

 

～ゆるキャラでつながる～ 

2 年間を通して一番印象に残っている活

動は、「ゆるキャラ」の紹介です。ゆるキャ

ラの良さは、一目でその土地の名産や歴

史などが分かることです。ゆるキャラ紹介

のクラスでは、生徒たちと一緒に地元のゆ

るキャラを作りました。インディアナ州のチ

ェスタートンを訪ねた時は、生徒の作品か

らその土地は、砂丘や鉄鋼業が有名であ

ることを知り、ブルーミントンを訪ねた時は、

石灰岩が有名であることを知りました。イン

ディアナについて知識が少ない私に、生徒

たちが目を輝かせながら、その土地の名

産を教えてくれた顔が今でも思い出されま

す。ゆるキャラを通して、日本の文化を紹

介し、同時に私自身がインディアナ州につ

いて深く知ることができた瞬間でした。 

また、年に一度インディアナポリスで開

催されるインターナショナル・フェスティバ

ルでは、巨大な日本のゆるキャラ都道府

県マップを作成し、参加者の好きなゆるキ

ャラに一票を投じてもらうというブースを作

りました。この年は約 7,500 人が参加した

大きなイベントとなりました。ある家族がマ

ップを眺め、「この県は、何が有名なのか

な」と一生懸命考えていたので、そこから

会話が始まったり、日本に行ったことがあ

る方は「千葉に住んでい

たから千葉に一票」と嬉

しそうに投票し、千葉の

思い出話が始まったり…

ゆるキャラを通して、会

話が始まり、またここでも

多くのつながりが生まれ

ました。そして、ゆるキャ

ラが大好きな私もインデ

ィア州のゆるキャラを作

成し、展示させていただ

き ま し た 。 そ の 名 も

「Hoosier Nekko（フージャ

ー・ネコ）」。フージャーは、

インディアナ州民のニッ

クネームです。体がイン

ディアナ州の形をしてお

り、手は、インディアナ名

産のとうもろこしを使用したポップコーン、

口には地元のプロフットボールチーム、コ

ルツのマークが入っています。このHoosier 

Nekko がいつかインディアナ州のオフィシ

ャルゆるキャラとなり、インディアナと日本

の絆をさらに深めてくれることを願っていま

す。 

～SAKURAでつながる～ 

また、2 年目にはインディアナ日米協会

の活動で、桜並木道を作るというプロジェ

クトが行われました。この桜は、1912 年に

日本より米国ワシントン D.C.に桜が寄贈さ

れてから 100 周年を記念し、日本から 50

本の桜の苗木を寄贈していただいたもの

です。数年間の育苗期間を経て、今年よう

やく植樹を迎えることができました。インデ

ィアナ日米協会にとって初めての試みでし

たが、食事やボランティア、エンターテイメ

ントの手配や招待状の送付など様々な業

務を担当し、当日は地元の方々約 130 名

をお迎えし、インディアナポリスのダウンタ

ウンに無事に桜を植樹することができまし

た。穴を掘るところからの作業でとても力

のいる作業でしたが、日本人、アメリカ人、

多くのインディアナ州民の皆さんと共に植

樹ができた桜はとても特別なものとなりま

した。また春になり、多くの方々がこの桜の

木の下に集い、お花見を楽しむのだと思う

と、この桜が人と人を、またアメリカと日本

をつないでくれているのだと心が温かくなり

ます。 

～人のつながりが生み出すパワー～ 

日本に帰国の 5 日前、インディアナ日米

協会が私のために送別会を企画してくれ

ました。80 名程の方がお仕事等あるにも

関わらず、夕方私のために集ってください

ました。そこで多くの方から頂いたのは、

「ちあきさんがいたから」という言葉でした。

私がいたからつながることのできた人や場

所があることを教えて下さいました。人と人

が出会い、つながることで、そこには「仲間」

という新しいパワーが生み出されます。こ

の 2 年間で私には多くの様々な国籍の素

晴らしい仲間ができました。その仲間であ

る皆さんが、それぞれの場で、それぞれの

スタイルで、日本を楽しみ、日本について

学び続け、日本について伝えていってほし

いと願っています。 

最後になりましたが、私の車がこの 2 年

間で走行した距離は 30,000マイルを超え、

地球一周以上の距離に相当します。イン

ディアナ州に広がるとうもろこし畑の中、車

を走らせ、色々な町を訪れ、日本文化の紹

介をし、アメリカ文化を学んだ 2 年間。アウ

トリーチ活動を通して日本とアメリカをつな

ぎ、また自分自身がアメリカ文化とつなげ

られたそんな 2 年間であったと思います。

この 2 年間インディアナでの生活を支えて

下さったインディアナ日米協会の皆様、国

際交流基金、ローラシアン協会のスタッフ

の皆様に心から感謝申し上げます。この経

験を活かして、今後も日本と世界をつなぐ、

人と人とをつなぐお仕事に励んでいきたい

と願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな方を求めています 
■自立性・社交性に富み、柔軟で想像力がある方 ■コミュニケーション能力、語学力の高い方 ■日本語や日本文化の諸分野に関する知識・関心のある

方 ■日本国籍、四年制大学卒以上の方 ■自動車運転免許をお持ちの方（活動に運転が必須）  ■心身ともに健康で 2年間の活動に従事してくれる方 
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常盤 千明 
Tokiwa  Chiaki 

 

インディアナ日米協会 

インディアナ州インディアナポリス 

大学卒業後、長野県の公立中学校で講師（英語）として

2年間勤務。その後、国際NGOピースボートの世界一周

の船旅に乗船し、世界 20 都市を訪れ、異文化交流の楽

しさと必要性を実感する。下船後は、外国人旅行者との

出会いの多いゲストハウスにて勤務。JOI に出会い、応

募を決意。 

作成したゆるキャラを発表する生徒たち 

インディアナ州のため作成した

“Hoosier Nekko” 

桜植樹祭にて 

インディアナ日米協会でお世話になった 

テレサさん(左)・ジェレマイアさん 



 

WE WANNA VISIT JAPAN 

 

2年間のJOIコーディネーターとしてのア

ウトリーチ活動もあっと言う間に終わってし

まい、今考えると本当に充実した悔いのな

い時を過ごせたと感じています。始めはア

メリカでの運転の仕方もわからず、ホストフ

ァミリーの家にもなかなか入居できず、不

安に思うことありましたが、今思えば、どれ

も懐かしい思い出です。自然いっぱいのケ

ンタッキー州で日本文化を広めるために駆

け巡った 2年間。その中で特に印象に残っ

た活動を 3つ紹介したいと思います。 

一つ目は、2016 年 2 月から 1 学期間教

えた OLLI での「EXPLORE JAPAN!」という

クラスです。OLLI とは Osher Lifelong 

Learning Institute の略で、ケンタッキー州

立大学が主にリタイアした年配の方を対象

に様々な授業を提供しているものです。毎

学期 100 を越える色々なコースの履修が

可能となっております。その中で、私の授

業では毎週、様々な日本文化に焦点を当

てていきました。中でも、着物・浴衣につい

て学んだ後に実際に試着をしてもらう授業

や、日本食について学んだ後に全員でお

にぎりと味噌汁のを作って試食する授業は

とても好評でした。 

また、私自身があまり得意ではない分

野では、ゲストスピーカーを招いてお話し

をしていただいたこともありました。特に日

本庭園に詳しい現地の

日本人のご婦人の方を

招いた回は、日本庭園

の歴史や、「侘び寂び」

といった価値観までお話

しがあったので、聞き手

である履修者の中には、より掘り下げた質

問をした方も多かったです。このコースの

最終回では、レキシントン市内の日本料理

店に「フィールドトリップ（遠足）」と称し、ラ

ンチを食べに行きました。その際、「1 学期

間、毎週、様々な日本文化が学べて、とて

も楽しかった！」「息子がカリフォルニアで

日本人と結婚したから、ここで習った日本

語を使ってみるよ！」「この数ヶ月で日本に

ついての知識がとても増えた。ぜひ旅行し

たい！」などと言った嬉しい言葉をたくさん

頂けました。こうやって自分の授業により

日本のことを伝えられてだけでなく、楽しい

有意義な時間を過ごしていただけたと聞く

と、とても嬉しかったです。また、その後の

JOI の仕事に対するモチベーションをさら

に上げることもできました。 

二つ目の印象に残った活動は、市内の

公立図書館にて日本語の初級クラスを教

えたことです。3 か月間、「あいうえお」から

始まり簡単な挨拶、初歩的な文法を教えま

した。生徒の大半は社会人で、仕事で疲

れた後でも毎週欠かさず授業に来て、宿

題も欠かさずやってきてくれるような真面

目な生徒が多く、私もとてもやり甲斐を感じ

ました。中には、数か月後に日本への旅行

を控えた人や、学生時代に日本語を履修

していて復習のために来ている人、また日

本のアニメが好きで日本語を学びたいと思

っている人など、クラスのメンバーも多岐に

渡っていたので、始めは授業内容の作成

に苦戦しました。しかし、

最終的には歌やカード（か

るた）ゲーム、ロールプレ

イングを取り入れることで、

大人も楽しみながら勉強

ができることがわかり、積

極的に生徒の方々も参加

できる形で授業を行ってい

きました。生徒の方々から

は「日本語と一緒に日本

の文化や慣習など交えて

もらえたことが、とても面

白かった」や「次の日本への旅行でできる

だけ習った日本語を使ってみる！」など、と

いったコメントを頂けたので、少しでも役に

立てたと思うと、とてもやり甲斐を感じまし

た。どうしても語学の勉強というのは、継続

をしないと上達するのは難しいのですが、

この図書館での授業をきっかけに、今後も

日本語、日本文化に触れ続けてほしいで

す。 

三つ目に紹介したい活動は地域へのア

ウトリーチで、K-12（日本で言う幼稚園年

長〜高校）の学校への訪問や、図書館で

のイベントです。特に 2 年目には小学校に

て JAPAN クラブという放課後のクラブを担

当することができ、毎週会う生徒との関係

を深めることができました。一度、風邪をひ

き休んだことがあったのですが、次の週に

はクラブの生徒達がこぞって私の体調を

心配してくれていたことを知り、心温まりま

した。また、学期末のクラブ最終日には「こ

のクラブがなくなるのは寂しい。来週も来

ても良いか？」とハグをしに来てくれた低

学年の子供がいたり、「日本に絶対旅行に

行く！」と宣言した子もいて、将来を担う若

い世代に少しでも異文化の面白さを伝える

ことが出来たのだと実感しました。 

最後にプライベートも含めた、この 2 年

間の感想を述べたいと思います。ケンタッ

キーでのこの 2 年間は、職場でもプライベ

ートでも本当に良い人間関係に恵まれ、感

謝してもしきれない日々を過ごしました。こ

の 2年間の経験が無ければ今の私が無い

と言っても過言ではないほど、JOI に応募

して本当に良かったと思っております。有

意義な 2 年間を過ごすことができたケンタ

ッキー州は、今後も間違いなく第二の故郷

として私の「帰省先」になると思います。 

補助費待遇 

■往復国際航空券 ■生活補助費（住居は派遣先が手配） ■赴帰任の移転料等 ■長期海外旅行保険加入補助 ■車両購入、自動車保険加入補助 

■JOIプログラム研修参加費、他 
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西村 瑛美衣 
Nishimura  Eimii 

 

ケンタッキー日米協会 

ケンタッキー州フランクフォート 

幼少期から国際交流の現場に強い関心があり、学生時

代には米国ジョージア州に留学。大学卒業後は情報出

版会社にて企画営業として勤務。幼い頃からの夢でもあ

る日米の異文化理解の架け橋になりたいと思い、JOI へ

の応募を決意。 

浴衣を来た OLLI受講生 

OLLIでの日本食レクチャーで 

かるたを用いた日本語学習 

学校訪問 



 

たくさんの出会いに感謝 

 

遂に 2年間を振り返る時を迎えました。2

年目は 1 年目を遥かに上回る充実した一

年間でした。 

1 年目は当地で自分に何ができるのか

を模索し、それに沿ったネットワーク作りに

注力していたように思います。籍を置いて

いるクレイトン大学での授業に加えて、小

中学校、高校、大学の訪問、様々な文化イ

ベントへの参加、姉妹都市関連イベントへ

の参加や支援等々何でも積極的に参加し、

関係者との交流を深めました.。 

2 年目も同様に幅広く活動しましたが、

特にこの 1 年間は高校、大学からの訪問

要請が多くなりました。また、2015 年はオ

マハ市と静岡市の姉妹都市50周年に当た

り、様々な記念イベントが企画されたこと

からそれらに深く関わることになりました。

これらを通じて地元各界の多くの方々との

親交の機会を得ました。 

クレイトン大学での活動は一層本格化し、

所属するアジア政治学科での授業の他、

法学部、経済学部の授業にも度々招かれ、

日本の政治、経済、歴史、文化等々につ

いて講義する機会を得ました。当初は授業

時間の一部を割いて日本について「話しを

する」機会を頂きましたが、2 年目は授業

時間をフルに使って「講

義をする」ようになり講義

テーマも一任されるよう

になりました。また、クレ

イトン大学主催の公開シ

ンポジウムのパネリスト

にも招かれました。 

ネブラスカ州内の他の

大学にも招かれて、同様

に「講義をする」機会が

ありました。学生達は日

常的に様々な日本製品

や文化に接しているもの

の日本の歴史と現状、日

米関係など日本に対する

理解は著しく乏しい状況

です。広島、長崎は聞い

たことがあってもそこで留まっています。日

本ではアメリカに関する情報が溢れていま

すが、当地メディアは日本について殆ど伝

えていないので依然として双方の認識に

は大きなギャップがあります。戦後の焼け

野原からどうして高い倫理観を備えた経済

大国、平和国家、そしてアメリカの友好国

になり得たのか。そんな日本／日本人の

有り様を度々話しました。今後も日本／日

本人ファンを広げて行くことに貢献できれ

ばと思っています。 また、多くの日本人が

自らの言葉で率直に対話し交流することの

重要性を改めて感じています。 

オマハに来る前は、姉妹都市について

の知識もなく関心もありませんでした。 

オマハ市は世界 6 カ国の都市と姉妹都

市関係を持っていますが、その中でも静岡

市とは 50 年間に亘って極めて親密な関係

を継続しています。両市の方々は手弁当

でその関係の向上にご尽力されています。 

この 2 年間の大きな収穫の一つは、こう

した活動に関わることによって、真の「日米

草の根交流」を体験できたことです。2015

年夏以降の一年間で次の 3 つの大きなイ

ベントが行われ、全てのイベントの企画、

遂行に一貫して関わりました。いずれのイ

ベントも両市の多くの方々がご尽力され、

大成功を収めました。ひとえにそうした皆

様の善意の賜物と思っています。 

1. オマハ市で開催されたオマハ・シンフォ

ニー管弦楽団と静岡フィルハーモニー管

弦楽団とのジョイント・コンサート 

2. オマハ市民の静岡市訪問 

3. オマハ市での「駿府茶屋（数寄屋造り

の茶室）」の建立・寄贈 

こうした大きなイベントを作り上げていく

上ではオマハ市、静岡市の皆様の円滑な

意思疎通が最も重要なポイントでした。そ

の重要な役割を担って、両市の信頼関係

と絆の一層の強化にお役に立てたことを

大変嬉しく思っています。 

こうした活動が評価されて、クレイトン大

学 か ら は 「 Distinguished Recognition 

Award」、オマハ市姉妹都市協会からは

「Spirit of OSCA Award」を頂戴しました。 

熊本での大地震に際しては、いち早くク

レイトン大学内で募金活動を行い、善意の

募金をシカゴ総領事館を通じてお送りしま

した。その際に地元テレビ局のインタビュ

ーを受け、その模様がテレビに流れたこと

は貴重な経験でした。 

幅広く見聞を広めることもできました。2

年間の締め括りにネブラスカ州内を車で回

る機会を得て、5 日間で 1,500 マイル以上

（約 2,500km）を走破しました。広大なネブ

ラスカ州内を東西南北に移動する中でアメ

リカ開拓時代の名残を至る所で見ることが

できました。 

7〜10 マイル毎に現れる小さな町は、そ

の昔馬車で移動する人達の休憩所や宿場

町だったとのこと。今もレンガ作りの古い建

物が残っていて、その当時の町並みが偲

ばれます。現在も受け継がれている町の

入り口には、町の名前とその人口を記した

標識が設置されていて、人口 100 人以下

の小さな町も見られました。コーンや大豆

の畑、放牧地が延々と続く光景はアメリカ

の広大な大自然を実感し、果てしなく広が

る大空は日本では絶対に見ることができな

いでしょう。こうした雄大な自然は気持ちも

豊かにしアメリカン・ドリームを抱かせます。

また、ヨーロッパ諸国からの多くの開拓移

民と先住民インディアンとの間の苦い歴史

にも思いを馳せました。 

最後に、この様に見聞を広め、それまで

の人生では巡り会う機会もなかった多くの

方々との出会いを与えていただき.深く感謝

しています。有り難うございました。 

JOIプログラムは、国際交流基金日米センターと米国の非営利団体ローラシアン協会が 2002年度より共同で実施しています。 

国際交流基金日米センター 
The Japan Foundation 
Center for Global Partnership 
http://www.jpf.go.jp/cgp/ 

ローラシアン協会 
Laurasian Institution 
https://www.laurasian.org/joi-coo
rdinators 
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クレイトン大学 

アジアン・ワールドセンター

ネブラスカ州オマハ 

金融、製造業等の実業界で 40 年近くを過ごす。その間

に米国を始めアジア、欧州等の多くの国々にて駐在・訪

問する機会があり、そうした経験を生かして広く日本に

ついて伝えていきたいとの思いが強くなり JOI に応募。

目下、様々な世代の方々との交流に努めている。 

オマハ市民による静岡市訪問 

「ジョイント・コ

ンサート」リハ

ーサル風景 

「駿府茶屋」 

竣工・寄贈式典 

Distinguished 

Recognition 

Award（左） 

Spirit of 

OSCA 

Award（右） 


